
第２回総合計画審議会の結果について

ご意見 対応
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て

⑴

長久手の現状や今後の課題を記述

する必要がある。それにより、市

民にも危機感を持ってもらう必要

がある。

基本構想の第２章「長久手市を

とりまく状況」に、本市の課題

を整理し記述しました。

【７～２５ページ】

⑵

「５つの大切なモノ（笑顔・あい

さつ・役割・つながり・愛着）」の

「モノ」という表現は、物質的な

イメージを想起させるため、別の

表現が良い。

「モノ」を「視点」という表現

に修正しました。

⑶

７つの分野のうちの「都市整備」

については、「整備」とすると今後

も開発していくというイメージが

強くなるので、別の表現が良い。

「整備」を「経営」という表現

に修正しました。

⑷

７つの分野のうちの「市政運営」

は全ての分野に関わってくる分野

だと思うので、それがわかるよう

な見せ方を工夫した方が良い。

基本構想に、分野間の関係性が

分かるイメージイラストを記載

しました。【４２ページ】

⑸
分野間の関係性が分かる表現がで

きると良い。

２

基
本
目
標
に
つ
い
て

⑴

「３世代以上が住み続けるまちに

するためにはどうしたら良いか」

という視点が必要。（そのための施

策も必要）

ご指摘の視点については、今後

の本市のまちづくりにおいて重

要と考えるため、基本計画に施

策を位置づけていくことを検討

します。

⑵

「産業」がどのカテゴリーに入る

かが分からない。

それぞれの分野の中で、コミュ

ニティビジネスや農業といった

産業に関連する施策について、

基本計画に位置づけていくこと

を検討します。

⑶

まちは、個人だけでなく、地域コ

ミュニティや大学、民間企業等、

さまざまな組織が折り重なって形

成されている。そのことが物語で

表現できると良い。

「人づくり」の物語において、

主人公が小さいときから「地域

コミュニティ」に関わって成長

してきた様子を記述しました。

【２８ページ】
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